
【食の体験・食育マップ】 九州農政局

富久千代酒造（有）
｢ムラ｣と｢マチ｣を繋ぐ運動 ＜組織の概要＞

飯盛 直喜（いいもり なおき）

【連絡先】

佐賀県鹿島市浜町1244－1
＜取組内容＞

0954－62－3727

0954－62－6638

＜年間の主なイベント等＞

私どもの蔵は有明海に面した佐賀県鹿島市浜町にありま
す。多良岳山系からの良質な地下水と、酒米栽培に適した
豊かな土壌に恵まれた酒どころで、江戸時代の宿場の雰囲
気をたたえた土蔵造りの町並みでも知られています。

弊社は、300石にも満たない小さな酒蔵で消費者の顔が見
える酒造りの一環として食育に目を向けた事業を始めまし
た。都会（まち）に暮らす方々に呼びかけ、田舎での、実
際の生産現場を見て、触れて、食べて、飲んで、そこで働
いている「人」に接し、ただの「客」としてでなく、ス
タッフの一員として情熱を持って活動していただければと
思います。また、私たち受け入れる側は、消費者の声を取
り入れ、改善し、よりニーズにあったものを作り、鹿島ブ
ランドの確立を目指して行きたいと思います。

・酒米の田植えから酒の仕込みまで、一年間を通して一連
の酒造り作業を家族で体験できるイベントを行っていま
す。

・山や海の自然を子どもたちに体験できるように、干潟体
験や山での昆虫採集、川遊び、鹿島の「農業」と「自
然」を軸にして「マチ」と「ムラ」の交流に取り組んで
います。

・今や食料の約6割を海外に頼り、その無味乾燥な商材とし
ての食を貪っても、かろうじて残っている私たちの美し
い里は守ってはいけない。日本では1年間に捨てられる
残飯と、海外から輸入される食材の量はほぼ同じという
。もう一度、「ムラ」の人たちと繋がり、かれらの汗と
先人たちの知恵から生み出された大地の恵みをいただく
ことによって、命をつなげていきたい。
子供たちに残してあげられるものは何ですか。グリーン
ツーリズム、スローフードをはじめ、「マチ」と「ムラ
」を繋ぐ運動を｢農業｣、｢自然｣を軸として一人でも多く
の人たちに広げていきたいと考えています。

・6月下旬 田植えと干潟体験
・7月中旬 七浦の山での昆虫採集と川遊び
・9月下旬 稲刈りといも掘り
・2月上旬 清酒「鍋島」の仕込み。（収穫した「鍋島米」

を使い酒を仕込みます。）
・3月下旬 花と酒まつり
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